
農
業
用
Io
T
に
挑
戦
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

株
式
会
社
Momo 

大
津
真
人
代
表 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
広
報
・
調
査
部
）

「食べる酒米」で生産農家を応援
（三重県本部）

商談会とフェアに出展 
バイヤーに直接PR（営業開発部）

令和2年産千葉米食味コンクール開催
（千葉県本部）

長崎県産野菜の即売会で生産者応援
（長崎県本部）

第１回農家手取り最大化プロジェクト
セミナー開催（岩手県本部）

ＪＡズームイン（徳島:ＪＡ阿波みよし）

愛知県豊橋産食材フェア開催へ
（フードマーケット事業部）

ＪＡオリジナル「横濱ハーバー」が人気
（神奈川県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　あいちゴコロ（JAあいち経済連）

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

8

超促成栽培「新春サクランボ」初せりで
過去最高額（山形県本部）

「千葉は野菜の宝庫！ベジ王国千葉
野菜を食べて応援しよう！」フェア開催中
（千葉県本部）

Web
限定

2

3

産直市間の連携強化に向けた拠点として稼働した「ひろしま園芸ステーション」（２面）

農業用IoT（モノのインターネット）の活用について
熱く語る株式会社Momoの大津真人代表（６-７面）

「食べる酒米」として商品化した「山田錦」の
キューブ米とパエリア（２面）

「ひろしま園芸ステーション」稼働
（広島県本部）
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洗
米
加
工
し
た
キ
ュ
ー
ブ
米
で
、

３
０
０
㌘
（
２
合
）の
２
個
セ
ッ

ト
。「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」で

知
ら
れ
る
県
立
相お
う

可か

高
校
の
調

理
ク
ラ
ブ
が
監
修
し
た
レ
シ
ピ

集
も
添
え
ま
し
た
。県
内
の
ス
ー

パ
ー「
マ
ル
ヤ
ス
」や
Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
で
販
売
す
る
他
、
一
部
の
酒

蔵
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
「
山
田
錦
」は
、
主
食
用
米
よ

り
粒
が
大
き
く
粘
り
が
少
な
い

た
め
、
パ
エ
リ
ア
や
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
な
ど
米
の
食
感
を
楽
し
む

料
理
と
相
性
が
よ
く
、
マ
ル
ヤ

ス
で
は「
山
田
錦
」を
使
っ
た
総

菜
の
パ
エ
リ
ア
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
三
重
県
本
部
は
、
今
後
の
県

産「
山
田
錦
」の
生
産
基
盤
を
守

る
た
め
、
日
本
酒
の
消
費
拡
大

と
酒
米
の
需
要
拡
大
に
向
け
、

関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

荷
を
担
い
ま
す
。
広
島
県
本
部

の
事
務
所
と
同
じ
敷
地
内
で
、

延
べ
約
１
２
９
０
平
方
㍍
の
2

階
建
て
。1
階
に
は

１
６
５
平
方
㍍
の
大

型
冷
蔵
施
設
を
備
え

て
い
ま
す
。

　
県
本
部
運
営
委
員

会
の
藤
原
信
孝
会
長

（
Ｊ
Ａ
庄
原
組
合
長
）

は「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

広
島
の
園
芸
品
目
を

取
り
扱
う
拠
点
施
設

と
し
て
、
生
産
者
の

農
業
所
得
増
大
へ
の

貢
献
に
期
待
す
る
」

と
語
り
ま
す
。

　
水
永
祐
治
県
本
部

長
は「
県
内
Ｊ
Ａ
に

施
設
を
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
い
、
販

売
の
拡
大
に
つ
な
げ

た
い
」と
力
を
込
め

ま
す
。

News!

News!

「食べる酒米」で生産農家を応援

「ひろしま園芸ステーション」稼働

三重県産「山田錦」を主食用で販売

産直市間の連携強化に向けた拠点開設

三重県本部

広島県本部

　

三
重
県
本
部
は
、
三
重
県
産
の
酒
造
好
適
米「
山
田
錦
」の
新
た

な
需
要
喚
起
を
狙
い
、「
食
べ
る
山
田
錦
」と
し
て
主
食
用
商
品
を
開

発
し
、咋
年
12
月
1
日
か
ら
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
産
直
市
間
の
連
携
強
化
の
拠
点
と
な
る「
ひ
ろ
し
ま
園
芸
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」が
昨
年
12
月
15
日
、広
島
市
で
稼
働
し
ま
し
た
。第
28
回
Ｊ

Ａ
広
島
県
大
会
で
決
議
さ
れ
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
間
の
連
携
強
化
」の
実
践
に
向
け
て
、集
出
荷
の
機
能
を
高
め
、生

産
者
の
販
売
力
強
化
を
後
押
し
し
ま
す
。

販売中の三重県産山
田錦の主食用商品山田錦のキューブ米とパエ

リア

相
可
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
監
修
の
レ
シ
ピ
集

（
表
紙
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
飲
食
店
の
休
業

が
相
次
ぎ
、
日
本
酒
の
消
費
が

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。原
料
と
な

る「
山
田
錦
」の
需
要
も
減
少
し

て
い
る
た
め
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
生
産
農
家
を
応
援
し
よ
う

と
企
画
し
ま
し
た
。

　
本
県
伊
賀
産「
山
田
錦
」を
無

　
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
内

の
Ｊ
Ａ
か
ら
農
産
物
を
集
荷
、

保
管
し
、
産
直
市
な
ど
へ
の
出

完成した園芸品目の物流拠点「ひろしま園芸ステーション」

山
田
錦
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

は
こ
ち
ら
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き
ま
し
た
。優
秀
賞
は
、Ｊ
Ａ
い

す
み
の
小
坂
茂
さ
ん
、
田
邉
實

さ
ん
、
Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
の
金

杉
勝
城
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
川
木
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も

安
全
・
安
心
な
お
米
を
作
り
続

け
た
い
」と
決
意
表
明
し
、ジ
ェ

フ
選
手
か
ら
も
お
祝
い
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
審
査
員
か
ら
は「
ど
れ
も
お

い
し
く
差
を
つ
け
る
の
が
難
し

か
っ
た
」と
の
評
価
が
あ
り
、千

葉
県
産
米
の
品
質
の
高
さ
が
認

識
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
り

ま
し
た
。

News!

令和2年産千葉米食味コンクールを開催
JA安房の生産者が最優秀賞を受賞 千葉県本部

　
千
葉
県
本
部
は「
令
和
2
年
産
千
葉
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催

し
、昨
年
12
月
7
日
、千
葉
市
の
千
葉
県
農
業
会
館
で
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
品
質
や

生
産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と

千
葉
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
6
年

目
と
な
り
ま
す
。

　
県
内
全
17
Ｊ
Ａ
か
ら
90
点（
銘

柄
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
）の
応
募
が
あ

り
、１
次
・
２
次
審
査
を
経
て

４
点
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。最
終

審
査
で
有
識
者
や
ジ
ェ
フ
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
の
現
役

選
手
ら
計
12
名
に
よ
る
実
食
審

査
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
安
房
の
川

木
利
夫
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝

の
、
明
確
な
目
的
を
持
つ
来
場

者
が
多
く
、
継
続
商
談
に
つ
な

が
る
機
会
を
多
く
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

3
月
10
～
11
日
に
は
農
林

中
央
金
庫
と
共
催
で
、東
京
･

丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で「
第
15
回
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産

物
商
談
会
」を
開
催
予

定
で
す
。
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
展

も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

公
式
サ
イ
ト
上
で
は
出

展
者
の
紹
介
動
画
掲
載

や
オ
ン
ラ
イ
ン
問
い
合

わ
せ
な
ど
、
新
た
な
企

画
も
展
開
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

News!

商談会とフェアに出展 バイヤーに直接PR
3 月にはJAグループ国産農畜産物商談会を開催 営業開発部

　
営
業
開
発
部
は
昨
年
11
月
、グ
ル
ー
プ
会
社
と
合
同
で「
J
F
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
バ
イ
ヤ
ー
ズ
商
談
会
」と「
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア
」に
出
展
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
商
談

が
難
し
い
状
況
の
中
、
商
談
会

へ
の
出
展
は
実
需
者
と
直
接

会
っ
て
商
品
を
紹
介
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
今
回
参
加
し

た
商
談
会
で
は
、
来
場
者
数
は

前
年
と
比
べ
減
少
し
た
も
の

グ
ル
ー
プ
会
社
と
合
同
で
J
F
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
バ

イ
ヤ
ー
ズ
商
談
会
に
出
展

第15回JAグルー
プ国産農畜産
物商談会公式サ
イトはこちら

受賞者の皆さん（前列中央・川木さん、後列左２人
目から金杉さん、小坂さん、田邉さん）

ジェフ選手による審査の様子（ジェフユナイ
テッド（株）提供）

あ   わ
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Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
全
県
下
に
広

め
、農
業
振
興
に
貢
献
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
実
践
メ
ニ
ュ
ー
の
成
果
、
経

営
改
善
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聴
講
し
た
モ

デ
ル
経
営
体
か
ら
は
、「
将
来
の

雇
用
を
考
え
る
上
で
、
作
業
の

見
え
る
化
が
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
」

「
今
後
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

管
理
が
よ
り
重
要
」な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
農
業
経
営

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

わ
せ
た「
野
菜
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」（
１

箱
１
０
０
０
円
）を
各
日
限
定

２
０
０
セ
ッ
ト
販
売
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

再
拡
大
に
よ
る
外
食
向
け
需
要

の
落
ち
込
み
に
加
え
、
良
好
な

気
象
条
件
も
相
ま
っ
て
長
崎
県

を
含
め
全
国
的
に
順
調
な
生
育

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
販
売
価

格
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
即
売
会
を
通
じ
て
消

費
者
へ
県
産
野
菜
の
お
い
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
を
図
り

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
販
売
ス
タ
ッ

フ
の
検
温
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

な
ど
の
徹
底
。ま
た
、ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
も
導
入
し
、
人
と

の
接
触
を
最
小
限
に
抑
え
た
形

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
長
崎
県
本
部
園
芸
部
の
担
当

者
は「
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ

て
い
た
だ
き
、
生
産
者
を
応
援

し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

News!

News!

第１回農家手取り最大化プロジェクトセミナー開催

長崎県産野菜の即売会で生産者応援

実践メニューの成果共有を図る

ドライブスルー方式で県産農産物の消費拡大へ

岩手県本部

長崎県本部

　
岩
手
県
本
部
は
昨
年
12
月
10
日
、県
内
の
農
家
手
取
り
最
大
化
モ

デ
ル
経
営
体
・
Ｊ
Ａ
を
集
め
、「
第
１
回
農
家
手
取
り
最
大
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
き
ま
し
た
。

　
長
崎
県
本
部
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
野
菜
の
需
要

が
減
少
す
る
中
、少
し
で
も
生
産
者
の
役
に
立
ち
た
い
と
昨
年
12
月

上
旬
の
3
日
間
、長
崎
県
諫
早
市
で
県
産
野
菜
の
即
売
会
を
行
い
ま

し
た
。

新
鮮
な
野
菜
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
野
菜

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

多くの消費者がドライブスルー形式で利用

他県の大規模法人での経営改善事例紹
介（営農計画策定支援システム「Z-BFM」
による作業体系・営農計画の見える化）

スマート農業の取り組み紹介（衛星センシング
「天晴れ」による生育診断）

　
こ
れ
ま
で
県
内
Ｊ
Ａ
と
岩
手

県
本
部
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
き
た「
農
家
手
取
り
最
大
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
成
果
や
経

営
・
技
術
面
で
役
立
つ
情
報
を

共
有
す
る
場
と
し
て
開
催
し
、

モ
デ
ル
経
営
体
・
Ｊ
Ａ
・
関
係

者
ら
62
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
司
副
本
部
長
が「
農
家

手
取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
や
販

売
力
強
化
に
向
け
た
実
践
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
組
み
、
農
家
の

所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

成
果
の
上
が
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、

　
出
始
め
た
ば
か
り
の
長
崎
い

ち
ご「
ゆ
め
の
か
」や
レ
タ
ス
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
、
新
鮮
な
野
菜
を
詰
め
合
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JA阿波みよし
（徳島県）

概要 令和2年3月31日現在

正組合員数� 5257人
准組合員数� 2593人
職員数� 98人
販売品取扱高� 7億2千万円
購買品取扱高� 7億7千万円
貯金残高� 486億4千万円
長期共済保有高� 1708億5千万円
主な農産物　　　夏秋ナス、ナバナ、
　　　　　シイタケ、豆類（インゲン、
　　　　　　エンドウ、ソラマメなど）

に
し
阿
波
伝
統
農
耕
・
世
界
農
業
遺
産
の
里
で

最
新
食
品
加
工
機
材
導
入
し
６
次
化
推
進

織
し
、
地
域
に
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
を
配
置
、
食
品
乾
燥
機
の
管

理
は
個
別
農
家
が
担
う
と
い
っ

た
、
地
域
の
参
加
者
全
体
を
工

場
に
見
立
て
た
共
同
性
を
確
保

し
ま
し
た
。

　
加
工
品
の
開
発
を
始
め
た
平

成
29
年
か
ら
4
年
間
で
、「
食
品

乾
燥
機
」「
真
空
包
装
機
」、施
設

の
電
気
環
境
を
整
え
る「
高
圧

受
電
装
置
」、
焼
く
・
煮
る
・
蒸

す
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
が

で
き
る「
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
」を
順
次
導
入

し
ま
し
た
。令
和
２
年
は
、食
品

乾
燥
機
と
の
併
用
で
新
商
品
開

発
に
役
立
つ
最
新
装
置「
真
空

脱
気
装
置
」（
上
写
真
）の
導
入

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

定
さ
れ
た「
に
し
阿
波
の
傾
斜

地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」の
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
直
営
の
農
産
市「
ふ

れ
あ
い
産
直
市
」で
は
、組
合
員

と
消
費
者
の
つ
な
が
り
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興

に
も
役
立
つ
加

工
品
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。地
域
で
昔

か
ら
作
ら
れ
て

い
る「
干
し
芋
」

の
人
工
環
境
乾

燥
の
取
り
組
み

で
は
、中
核
施
設

を
同
Ｊ
Ａ
が
整

備
し
て
食
品
加

工
研
究
会
を
組

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
流
通

業
者
と
連
携
し
て
都
市
圏
へ
の

販
売
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
新
た
な
発
想
を
取
り

入
れ
、
高
齢
化
の
進
む
過
疎
地

域
の
再
生
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
が
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
に
よ
る
６
次
化
へ
の

取
り
組
み

新
た
な
商
品
開
発
目
指
し

新
食
品
加
工
機
材
を
導
入

高知県

香川県

徳島県

　
徳
島
県
の
西
端
に
あ
る
Ｊ
Ａ

阿
波
み
よ
し
は
、高
知
・
香
川
・

愛
媛
の
県
境
に
接
す
る「
四
国

の
へ
そ
」と
い
わ
れ
る
地
域
に
位

置
し
ま
す
。急き

ゅ
う
し
ゅ
ん峻

な
山
林
と
傾
斜

地
畑
、
ま
た
吉
野
川
周
辺
の
平

地
で
水
稲
や
野
菜
栽
培
が
営
ま

れ
て
お
り
、
地
域
を
挙
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。世
界
農
業
遺
産
に
認

　
産
直
市
に
お
け
る
商
品
の
充

実
と
し
て
、干
し
芋
・
干
し
柿
・

干
し
ね
ぎ
な
ど
の
品
質
向
上
と

生
産
拡
大
を
図
り
、
地
域
の
特

産
物
と
し
て
根
付
か
せ
る
た
め

の
技
術
向
上
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。新
た
な
商
品
開
発
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
は
、
徳

島
県
立
６
次
産
業
化
研
究
施
設

の
支
援
の
も
と
、
付
加
価
値
を

付
け
た
新
商
品（
芋
グ
ラ
ッ
セ
・

芋
と
リ
ン
ゴ
の
コ
ン
ポ
ー
ト
）の

開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
多
様
な
連

携
に
よ
る
生
産
・
販
路
拡
大
と

し
て
、
子
会
社
の
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ

み
よ
し
株
式
会
社
が
、
耕
作
放

棄
地
解
消
の
た
め
に
栽
培
す
る

青
ネ
ギ
を
活
用
し
た
乾
燥
ネ
ギ

を
持
続
的
に
生
産
販
売
す
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
地
域
内
の
福

祉
施
設
と
の
農
福
連
携
を
検
討

真空脱気装置：装置の中に水を張り、真空状態を
作るとカンショやイチゴ、リンゴなどの切断面から組
織の中の空気に代わり水が浸透し、加工時にシロッ
プなどが入りやすくなる。（岡山市・大紀産業製）

付
加
価
値
を
付
け
た
新
商
品
、芋
グ

ラ
ッ
セ（
上
）と
地
域
の
特
産
物
の
干
し

芋
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Io
T
は
大
き
く
は
二
つ
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
T
o 

C（
一
般
消
費
者
向

け
）は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
や
ス
マ
ー
ト
家
電
な
ど

が
爆
発
的
に
普
及
し
ま
し
た
。
基
本

的
に
は
消
費
者
共
通
の
課
題
解
決
に

使
わ
れ
る
も
の
で
、
数
万
・
数
十
万

単
位
で
出
荷
さ
れ
、
大
き
く
広
が
る

こ
と
を
前
提
に
初
期
投
資
を
し
て
回

収
し
ま
す
。
対
し
て
To
B
・
To
G

（
企
業
・
自
治
体
な
ど
の
産
業
用
）は

ニ
ッ
チ
な
課
題
に
対
し
て
1
〜
数
十

個
単
位
で
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
専
門
性
も
高
く
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
も
出
な
い
の
で
高
額
に
な
り
が
ち
で

す
。
産
業
用
Io
T
は
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
る
よ
り
も
普
及
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
れ
は
I
o
T
全
体
の

成
長
率
が
年
1
1
3
％（
＋
13
％
）と

低
い
こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
中
国
以
外
世
界
全
体
の
共
通
の
現

状
で
す
。

　
I
o
T
は
ア
プ
リ
の
よ
う
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
だ
け
で
は
な
く
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
の
も
の
づ
く
り
部
分
を
含
み
ま

す
。
国
内
に
も
40
〜
50
社
ほ
ど

Io
T
を
専
門
と
し
た
企
業
が
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
1
プ
ロ
ダ
ク

ト
・
1
イ
ッ
シ
ュ
ー（
一
つ
の
共
通
課

題
に
対
応
し
た
一
つ
の
商
品
）を
大

量
に
ば
ら
ま
く
戦
略
が
中
心
で
、

T
o
C
向
け
前
提
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

わ
が
社
は
少
量
多
品
種
の
対
応
が
で

き
る
数
少
な
い
企
業
と
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
I
o
T
は
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー

か
ら
出
さ
れ
た
信
号
を
処
理
す
る
基

盤
を
つ
な
ぎ
、
出
て
き
た
デ
ー
タ
を

必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
ば
す
通
信
ま
で

が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
開
発
・
回
路
設
計
や
組
み
立
て
に

加
え
て
量
産
ま
で
を
自
社
で
行
え
る

企
業
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
社
の
最
初
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

は
工
事
現
場
の
重
機
の
動
き
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
た
り
、
そ
れ
ま
で
雪
の

見
回
り
で
労
力
を
か
け
て
い
た
自
治

体
向
け
の
積
雪
量
の
セ
ン
シ
ン
グ
し
た

り
と
い
っ
た
産
業
用
の
場
合
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
農
業
は
確
実
に

取
り
組
む
べ
き
分
野
と
認
識
し
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
少
量
多
品
種
の

開
発
の
経
験
か
ら
、
Io
T
に
必
要

な
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
要
素
を
要
素
分

解
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
、
お
客
さ
ま

の
要
望
に
応
じ
て
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

IoT
 Pallet

と
い
う
、
開
発
コ
ス
ト

そ
の
も
の
を
低
く
抑
え
る
独
自
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
を
行
っ

て
い
る
企
業
か
ら「
土
壌
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
し
た
い
」と
い
う
要
望
を
い
た

だ
き
、
土
壌
の
温
度
や
水
分
量
な
ど

を
測
る
I
o
T
を
開
発
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
兵
庫
で
タ
マ
ネ
ギ
農

家
さ
ん
と
話
を
し
た
り
イ
チ
ゴ
や
ト
マ

ト
農
家
さ
ん
と
話
を
し
た
り
す
る
う

ち
に
、
農
業
の
現
場
で
デ
ー
タ
を
取

り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
多
い
が
、
ま

だ
そ
う
し
た
ツ
ー
ル
が
十
分
に
普
及

し
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、

縁
あ
っ
て
全
農
の
新
規
事
業
開
発
部

門（
当
時
）の
方
と
出
会
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
専
門
家
と
話
を
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
農
業
と
い
っ
て
も
品
目

や
栽
培
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
現
場
の
課

題
は
全
く
異
な
る
と
い
う
難
し
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
市
場
を
見
る
と
農
業

向
け
の
Io
T
を
取
り
扱
う
企
業
は

少
な
い
で
す
し
、
始
め
た
と
し
て
も

思
っ
た
通
り
売
り
上
げ
が
伸
び
ず
撤

退
す
る
企
業
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
紆
余
曲
折
あ
っ
て
、
中
小
規
模
の

ハ
ウ
ス
農
家
さ
ん
が
気
軽
に
栽
培
環

境
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る「A

gri 

Pallet

（
ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
）」を
昨
年

12
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

売
り
出
し
た
と
こ
ろ
大
き
な
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
は
、

温
度
・
湿
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
・

日
照
量
・
土
壌
温
度
・
土
壌
水
分
量
・

土
壌
E
C
・
土
壌
p
H
を
計
測
・

表
示
・
エ
ク
セ
ル
で
出
力
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
通
信
会
社
の
K
D
D
I

と
組
ん
で
、
京
都
府
舞
鶴
市
の
万
願

寺
甘
と
う
の
生
産
部
会
の
複
数
農

家
さ
ん
に
ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
の
実
証
試

験
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
複

数
の
農
家
さ
ん
で
使
う
こ
と
で
優
秀

な
成
績
の
農
家
さ
ん
と
そ
う
で
な
い

農
家
さ
ん
の
栽
培
環
境
の
差
が
デ
ー

タ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
全

体
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
件
の
農
家
だ

け
で
使
う
の
で
は
な
く
部
会
単
位
で

使
っ
て
い
た
だ
き
ブ
ラ
ン
ド
全
体
の

品
質
や
生
産
性
が
向
上
す
る
こ
と
で

安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
底
上
げ

さ
れ
る
農
家
さ
ん
だ
け
で
な
く
熟
練

農
家
さ
ん
の
収
入
も
向
上
さ
れ
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
集

団
向
け
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
昨
年
末
に「
ア

グ
リ
パ
レ
ッ
ト 

ウ
ィ
ズ
」と
し
て
リ

リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
単
な
る
計
測

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
地
域
の
産
業
振

興
に
貢
献
で
き
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
に

な
る
こ
と
を
理
想
と
考
え
て
い
ま
す
。

複
数
農
家
さ
ん
は
普
及
員
や
農
業
振

興
課
経
由
で
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
部
会
単
位
で
の
利

用
は
現
行
の
舞
鶴
市
の
万
願
寺
あ
ま

と
う
、
高
知
県
北
川
村
の
ゆ
ず
に
加

え
、
徳
島
県
の
高
付
加
価
値
作
物
の

部
会
で
も
実
証
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
農
業
向
け
の
Io
T
を
開

発
す
る
中
で
い
く
つ
か
新
機
能
を
追
加

し
ま
し
た
。
一
つ
は
デ
ー
タ
と
と
も
に

天
気
予
報
と
公
設
市
場
で
の
販
売
価

格
や
取
引
量
を
表
示
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
こ
の
機
能
に
は
、
価
格

や
出
荷
量
を
正
確
に
把
握
し
て
定
植

や
出
荷
が
で
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
収

入
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
A
I
に
よ
る
価
格
と
出
荷
量
の

予
測
機
能
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
や
農
業
メ
デ
ィ
ア
を
見
る

限
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
が
、一

方
で
同
じ
地
域
で
も
大
半
の
方
が
そ

う
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
な
い
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
先
端
技
術
は
、
最
終
的
に

は
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
地
域
や
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
が
本
質
で
す
。
そ
の

点
で
、部
会
や
農
業
振
興
公
社
な
ど
、

日
本
の
農
業
を
支
え
て
き
た
仕
組
み

や
単
位
が
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
の
地
域

全
体
の
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
動
き

が
も
っ
と
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

産
業
向
け
I
o
T
と
し
て
見
て
も
、

（
個
々
の
農
家
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
へ
の
作

り
込
み
は
難
し
い
一
方
で
）そ
う
し

た
集
団
単
位
に
対
し
て
の
作
り
込
み

や
、
農
業
・
農
業
振
興
の
プ
ロ
の
方

の
意
見
の
反
映
は
非
常
に
取
り
組
み

や
す
い
で
す
。
そ
の
観
点
で
も
、
地

域
や
作
物
に
よ
っ
て
違
う
ニ
ー
ズ
や
、

メ
ー
カ
ー
が
気
づ
か
な
い
よ
う
な
使
い

方
や
改
良
点
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
さ
ら
に
実
情
に
フ
ィ
ッ
ト
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
き
、
よ
り
普
及

の
意
味
が
出
て
く
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
業
用
Io
T
に
挑
戦
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業 

大
津
真
人
代
表

株
式
会
社
Mom
o

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

　I
o
T（Internet of Things
＝
ア
イ
・
オ
ー
・
テ
ィ
ー:

※
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）が
農
業
の
現
場
で
も
活
躍
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ

で
収
集
し
て
き
た
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
に
転
換
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
が

生
ま
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
I
o
T
の
構
築
を
し
て
き
た
株
式
会
社

Mo
m
o（
モ
モ
）の
大
津
真
人
代
表
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。【
広
報
・
調
査
部
】

※
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　さ
ま
ざ
ま
な「
モ
ノ（
物
）」が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
に
制
御
す
る
仕
組
み

I
o
T
の
全
体
像

集
団
で
の
使
用
に
価
値
を
発
揮

ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
ウ
ィ
ズ

新
し
い
機
能
を
持
っ
た

ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト

こ
れ
か
ら
農
業
用
Io
T
が

普
及
す
る
た
め
に
は

農
業
の
現
場
で

生
か
せ
る
Io
T
を

Mo
mo
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

農業現場でのIoT利用概念図（環境制御）

う    

よ

株式会社Momo HP内のコ
ンタクトフォームからご連絡
ください。

お問い合わせは

アグリパレットのイメージ画像

万願寺あまとうの農家で使っている端末

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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Io
T
は
大
き
く
は
二
つ
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
T
o 

C（
一
般
消
費
者
向

け
）は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
や
ス
マ
ー
ト
家
電
な
ど

が
爆
発
的
に
普
及
し
ま
し
た
。
基
本

的
に
は
消
費
者
共
通
の
課
題
解
決
に

使
わ
れ
る
も
の
で
、
数
万
・
数
十
万

単
位
で
出
荷
さ
れ
、
大
き
く
広
が
る

こ
と
を
前
提
に
初
期
投
資
を
し
て
回

収
し
ま
す
。
対
し
て
To
B
・
To
G

（
企
業
・
自
治
体
な
ど
の
産
業
用
）は

ニ
ッ
チ
な
課
題
に
対
し
て
1
〜
数
十

個
単
位
で
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
専
門
性
も
高
く
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
も
出
な
い
の
で
高
額
に
な
り
が
ち
で

す
。
産
業
用
Io
T
は
皆
さ
ん
が
思
っ

て
い
る
よ
り
も
普
及
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
れ
は
I
o
T
全
体
の

成
長
率
が
年
1
1
3
％（
＋
13
％
）と

低
い
こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
中
国
以
外
世
界
全
体
の
共
通
の
現

状
で
す
。

　
I
o
T
は
ア
プ
リ
の
よ
う
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
だ
け
で
は
な
く
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
の
も
の
づ
く
り
部
分
を
含
み
ま

す
。
国
内
に
も
40
〜
50
社
ほ
ど

Io
T
を
専
門
と
し
た
企
業
が
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
1
プ
ロ
ダ
ク

ト
・
1
イ
ッ
シ
ュ
ー（
一
つ
の
共
通
課

題
に
対
応
し
た
一
つ
の
商
品
）を
大

量
に
ば
ら
ま
く
戦
略
が
中
心
で
、

T
o
C
向
け
前
提
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

わ
が
社
は
少
量
多
品
種
の
対
応
が
で

き
る
数
少
な
い
企
業
と
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
I
o
T
は
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー

か
ら
出
さ
れ
た
信
号
を
処
理
す
る
基

盤
を
つ
な
ぎ
、
出
て
き
た
デ
ー
タ
を

必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
ば
す
通
信
ま
で

が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
開
発
・
回
路
設
計
や
組
み
立
て
に

加
え
て
量
産
ま
で
を
自
社
で
行
え
る

企
業
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
社
の
最
初
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

は
工
事
現
場
の
重
機
の
動
き
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
た
り
、
そ
れ
ま
で
雪
の

見
回
り
で
労
力
を
か
け
て
い
た
自
治

体
向
け
の
積
雪
量
の
セ
ン
シ
ン
グ
し
た

り
と
い
っ
た
産
業
用
の
場
合
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
農
業
は
確
実
に

取
り
組
む
べ
き
分
野
と
認
識
し
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
少
量
多
品
種
の

開
発
の
経
験
か
ら
、
Io
T
に
必
要

な
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
要
素
を
要
素
分

解
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
、
お
客
さ
ま

の
要
望
に
応
じ
て
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

IoT
 Pallet

と
い
う
、
開
発
コ
ス
ト

そ
の
も
の
を
低
く
抑
え
る
独
自
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
を
行
っ

て
い
る
企
業
か
ら「
土
壌
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
し
た
い
」と
い
う
要
望
を
い
た

だ
き
、
土
壌
の
温
度
や
水
分
量
な
ど

を
測
る
I
o
T
を
開
発
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
兵
庫
で
タ
マ
ネ
ギ
農

家
さ
ん
と
話
を
し
た
り
イ
チ
ゴ
や
ト
マ

ト
農
家
さ
ん
と
話
を
し
た
り
す
る
う

ち
に
、
農
業
の
現
場
で
デ
ー
タ
を
取

り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
多
い
が
、
ま

だ
そ
う
し
た
ツ
ー
ル
が
十
分
に
普
及

し
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、

縁
あ
っ
て
全
農
の
新
規
事
業
開
発
部

門（
当
時
）の
方
と
出
会
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
専
門
家
と
話
を
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
農
業
と
い
っ
て
も
品
目

や
栽
培
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
現
場
の
課

題
は
全
く
異
な
る
と
い
う
難
し
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
市
場
を
見
る
と
農
業

向
け
の
Io
T
を
取
り
扱
う
企
業
は

少
な
い
で
す
し
、
始
め
た
と
し
て
も

思
っ
た
通
り
売
り
上
げ
が
伸
び
ず
撤

退
す
る
企
業
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
紆
余
曲
折
あ
っ
て
、
中
小
規
模
の

ハ
ウ
ス
農
家
さ
ん
が
気
軽
に
栽
培
環

境
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る「A

gri 

Pallet

（
ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
）」を
昨
年

12
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

売
り
出
し
た
と
こ
ろ
大
き
な
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
は
、

温
度
・
湿
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
・

日
照
量
・
土
壌
温
度
・
土
壌
水
分
量
・

土
壌
E
C
・
土
壌
p
H
を
計
測
・

表
示
・
エ
ク
セ
ル
で
出
力
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
通
信
会
社
の
K
D
D
I

と
組
ん
で
、
京
都
府
舞
鶴
市
の
万
願

寺
甘
と
う
の
生
産
部
会
の
複
数
農

家
さ
ん
に
ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
の
実
証
試

験
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
複

数
の
農
家
さ
ん
で
使
う
こ
と
で
優
秀

な
成
績
の
農
家
さ
ん
と
そ
う
で
な
い

農
家
さ
ん
の
栽
培
環
境
の
差
が
デ
ー

タ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
全

体
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
件
の
農
家
だ

け
で
使
う
の
で
は
な
く
部
会
単
位
で

使
っ
て
い
た
だ
き
ブ
ラ
ン
ド
全
体
の

品
質
や
生
産
性
が
向
上
す
る
こ
と
で

安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
底
上
げ

さ
れ
る
農
家
さ
ん
だ
け
で
な
く
熟
練

農
家
さ
ん
の
収
入
も
向
上
さ
れ
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
集

団
向
け
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
昨
年
末
に「
ア

グ
リ
パ
レ
ッ
ト 

ウ
ィ
ズ
」と
し
て
リ

リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
単
な
る
計
測

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
地
域
の
産
業
振

興
に
貢
献
で
き
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
に

な
る
こ
と
を
理
想
と
考
え
て
い
ま
す
。

複
数
農
家
さ
ん
は
普
及
員
や
農
業
振

興
課
経
由
で
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
部
会
単
位
で
の
利

用
は
現
行
の
舞
鶴
市
の
万
願
寺
あ
ま

と
う
、
高
知
県
北
川
村
の
ゆ
ず
に
加

え
、
徳
島
県
の
高
付
加
価
値
作
物
の

部
会
で
も
実
証
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
農
業
向
け
の
Io
T
を
開

発
す
る
中
で
い
く
つ
か
新
機
能
を
追
加

し
ま
し
た
。
一
つ
は
デ
ー
タ
と
と
も
に

天
気
予
報
と
公
設
市
場
で
の
販
売
価

格
や
取
引
量
を
表
示
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
こ
の
機
能
に
は
、
価
格

や
出
荷
量
を
正
確
に
把
握
し
て
定
植

や
出
荷
が
で
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
収

入
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
A
I
に
よ
る
価
格
と
出
荷
量
の

予
測
機
能
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
や
農
業
メ
デ
ィ
ア
を
見
る

限
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
が
、一

方
で
同
じ
地
域
で
も
大
半
の
方
が
そ

う
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
な
い
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
先
端
技
術
は
、
最
終
的
に

は
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
地
域
や
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
が
本
質
で
す
。
そ
の

点
で
、部
会
や
農
業
振
興
公
社
な
ど
、

日
本
の
農
業
を
支
え
て
き
た
仕
組
み

や
単
位
が
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
の
地
域

全
体
の
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
動
き

が
も
っ
と
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

産
業
向
け
I
o
T
と
し
て
見
て
も
、

（
個
々
の
農
家
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
へ
の
作

り
込
み
は
難
し
い
一
方
で
）そ
う
し

た
集
団
単
位
に
対
し
て
の
作
り
込
み

や
、
農
業
・
農
業
振
興
の
プ
ロ
の
方

の
意
見
の
反
映
は
非
常
に
取
り
組
み

や
す
い
で
す
。
そ
の
観
点
で
も
、
地

域
や
作
物
に
よ
っ
て
違
う
ニ
ー
ズ
や
、

メ
ー
カ
ー
が
気
づ
か
な
い
よ
う
な
使
い

方
や
改
良
点
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
さ
ら
に
実
情
に
フ
ィ
ッ
ト
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
き
、
よ
り
普
及

の
意
味
が
出
て
く
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
業
用
Io
T
に
挑
戦
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業 

大
津
真
人
代
表

株
式
会
社
Mom
o

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

　I
o
T（Internet of Things

＝
ア
イ
・
オ
ー
・
テ
ィ
ー:

※
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）が
農
業
の
現
場
で
も
活
躍
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ

で
収
集
し
て
き
た
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
に
転
換
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
が

生
ま
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
I
o
T
の
構
築
を
し
て
き
た
株
式
会
社

Mo
m
o（
モ
モ
）の
大
津
真
人
代
表
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。【
広
報
・
調
査
部
】

※
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　さ
ま
ざ
ま
な「
モ
ノ（
物
）」が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
に
制
御
す
る
仕
組
み

I
o
T
の
全
体
像

集
団
で
の
使
用
に
価
値
を
発
揮

ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト
ウ
ィ
ズ

新
し
い
機
能
を
持
っ
た

ア
グ
リ
パ
レ
ッ
ト

こ
れ
か
ら
農
業
用
Io
T
が

普
及
す
る
た
め
に
は

農
業
の
現
場
で

生
か
せ
る
Io
T
を

Mo
mo
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

農業現場でのIoT利用概念図（環境制御）

う    

よ

株式会社Momo HP内のコ
ンタクトフォームからご連絡
ください。

お問い合わせは

アグリパレットウィズの画面

万願寺あまとうの農家で使っている端末

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
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発行／全国農業協同組合連合会　2021年（令和3年）1月18日発行（毎週月曜日発行）
第3345号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

あいちゴコロ（JAあいち経済連）

　愛知県碧南市の南部、海に近い砂地の畑で作られて
いるニンジン「へきなん美人」。その名の通り、まるで絵
にかいたような美しい形と、鮮やかな紅色が特長です。
　「へきなん美人」はニンジン独特の臭みが少なく、甘み
たっぷり。きめが細かくやわらかで、食感も良いので、サ
ラダやジュースにして甘みを味わっていただくのがおスス
メです。煮物に使うとニンジンの甘みがさらに増して、味
わいが深まります。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

おいしいにんじん『へきなん美人』10kg
……3100円（税込み）

JAオリジナル「横濱ハーバー」が人気
神奈川県特産品を使い商品化　神奈川県本部は県内ＪＡ、㈱ありあけと、３種類の県産農産物を

使った商品「横濱ハーバー」を昨年12月１日から順次発売しました。
【神奈川県本部】

　今回発売したのは、同社の代表的な菓子の一つ「ミルクハーバー」
に、三浦市農協の「三浦こだわりかぼちゃ」、ＪＡさがみの「海老名い
ちご」、ＪＡかながわ西湘の「湘南ゴールド」を使ったオリジナルハー
バーです。各特産品のペーストを練り込んだ特性あんを、練乳と蜂
蜜を加えたしっとり食感の生地で包み込み、一口サイズの焼き菓子
に仕上げています。同じシリーズで昨年10月に発売したＪＡ横浜の「横
濱ハーバー 幻の浜なし」も好評だったことを受け、12月に追加販売
しました。県内ＪＡ直売所や宿泊施設などで販売しています。
　横浜土産として長年親しまれてきた有名洋菓子店とのコラボを通じ
て、県産農産物の認知度やブランド価値の向上を図ります。

左
上
か
ら「
横
濱
ハ
ー
バ
ー
」幻
の
浜
な
し（
1
0
8
0

円
）、
三
浦
こ
だ
わ
り
か
ぼ
ち
ゃ（
1
3
5
0
円
）、
湘

南
ゴ
ー
ル
ド（
1
0
8
0
円
）、
海
老
名
い
ち
ご（
同
）

※
参
考
売
価（
税
込
み
）

※新型コロナウイルス感染拡大の影響によりフェアの開催内容が変更となる場合がございます。詳しくはHP
をご覧ください。

愛知県豊橋産食材フェア開催へ 1月21日～2月19日に都内の
直営飲食店舗で提供

みのりみのる
プロジェクトの
HPはこちら

実施店舗
みのる食堂三越銀座店／みの
りカフェ三越銀座店／ラ・カン
パーニュ大手町／みのりみのる
キッチン エキュート品川店

詳しくはこちら
『AGRIFUTURE』

発行号：No.94「JA豊橋(愛知県)」
発行日：令和3年1月8日（金）
配布場所：全国のみのりみのる店舗など

選べるハーフサンド＆ポテトセット（みのり
カフェ三越銀座店）

豊橋産ミニトマトと野菜のピクル
ス（みのりみのるキッチン エキュー
ト品川店）

　糖度８度以上の高糖度ミニトマト「美」やカラー系ミニトマト「あまえぎみ」、肉厚で甘
さが自慢のスナップえんどう「スティックサラダ」など、この時期に旬を迎える「豊橋産食
材」を使用したメニューを各店舗で展開します。

　また、1月8日発行の
『AGRIFUTURE』では、
農業生産額が全国トッ
プクラスの豊橋で旬を
迎える「トマト」や「ス
ティックサラダ（スナッ
プえんどう）」「キャベ
ツ」の生産者を紹介し
ています。

　全農は東京都内の直営飲食店舗（４店舗）で１月２１日～２月19日、愛知県豊橋市とＪＡ豊橋のコラボレーション企画として旬の
豊橋産食材を使用したメニューを提供します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【フードマーケット事業部】
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「食べる酒米」で生産農家を応援
（三重県本部）

商談会とフェアに出展 
バイヤーに直接PR（営業開発部）

令和2年産千葉米食味コンクール開催
（千葉県本部）

長崎県産野菜の即売会で生産者応援
（長崎県本部）

第１回農家手取り最大化プロジェクト
セミナー開催（岩手県本部）

ＪＡズームイン（徳島:ＪＡ阿波みよし）

愛知県豊橋産食材フェア開催へ
（フードマーケット事業部）

ＪＡオリジナル「横濱ハーバー」が人気
（神奈川県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　あいちゴコロ（JAあいち経済連）

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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超促成栽培「新春サクランボ」初せりで
過去最高額（山形県本部）

「千葉は野菜の宝庫！ベジ王国千葉
野菜を食べて応援しよう！」フェア開催中
（千葉県本部）
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産直市間の連携強化に向けた拠点として稼働した「ひろしま園芸ステーション」（２面）

農業用IoT（モノのインターネット）の活用について
熱く語る株式会社Momoの大津真人代表（６-７面）

「食べる酒米」として商品化した「山田錦」の
キューブ米とパエリア（２面）

「ひろしま園芸ステーション」稼働
（広島県本部）
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